
経年により通常発生する学校建物の損耗、機能低下に対する復旧措置及び建物の用途変更に伴う改装等で施設の質
的整備を促進することにより、教育環境の改善を図り、もって学校教育の円滑な実施に資するとともにあわせて建物の耐
久性の確保を図る。

施設・設備の老朽化に対する対応、学校施設の質的整備により、教育環境の改善を図る。
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事業： 学校施設・設備整備事業 0524
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整理
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施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)
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A

実施計画に基づき、平成27年度計画どおり設計完了できた。

A

実施計画に基づく設計の完了により、計画的な施設・設備の改善を図るこ
とができた。

A
A
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目

標

計画に従い、今年度対象となる学校、施設、設備の老朽化等に対する整備を実施し、教育環境の改善等を図る。また次
年度対象となる学校の改修工事の設計を行う。
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